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高齢者医療

■
新
し
い
保
険
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

今
年
４
月
１
日
か
ら
現
行
の
「
老
人
保

健
制
度
」
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
伴
い
、「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」

と
「
健
康
保
険
証
」
が
な
く
な
り
、
こ
れ

に
代
わ
っ
て
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
」(

保
険
証)

を
お
送
り
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

台
紙
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」（
カ
ー
ド
型
）
を
は
が
し
て
各
欄
の
記

載
事
項
を
ご
確
認
の
う
え
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
４
月
１
日
以
降
に
受
診
の
際
は
、
医
療

機
関
等
の
窓
口
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
保
険
証
は
３
月
中
旬
に

「
配
達
記
録
郵
便
」
で

お
届
け
し
ま
す

今
年
３
月
31
日
の
時
点
で
75
歳
以
上
の

人(

一
定
の
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人
を
含
み
ま
す
。)

に
は
、
３
月
中
旬
頃

に
、
１
人
に
１
枚
「
保
険
証
」
を
お
送
り

し
ま
す
。

今
年
４
月
１
日
以
降
に
75
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
人
に
は
、
誕
生
日
ま
で
に
、「
保

険
証
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
有
効
期
限
は

平
成
21
年
７
月
31
日
ま
で

保
険
証
は
、
毎
年
７
月
末(

１
年)

で
切
り

替
え
ま
す
。
今
回
の
み
来
年
の
７
月
末
ま

で
16
ヶ
月
間
有
効
の
保
険
証
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

■
保
険
者
名
は

「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

滋
賀
県
内
の
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す

る
「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
運
営
に
あ
た
る
た
め
、
保
険
者
名
は

「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
で
、

県
内
統
一
の
白
色
の
保
険
証
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
始
ま
り
ま
す

シ
リ
ー
ズ
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
⑤

大切な 
お知らせ 

お
問
合
せ
は
、
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合(

7
０
７
７-

５
２
２-

３
０
１

３)

、
市
保
険
医
療
課(

7
X
６
５
２
７)

受取の
サインが
必要です

お送りする台紙からはがしてご使用ください

〒５２６-００３１
滋賀県長浜市
八幡東町６３２番地　

広域　花子　様

後期高齢者医療被保険者証をお送りいたします。

この被保険者証は、証に記載の発効期日より使用できます。
ご使用にあたりましては裏面の注意事項をお読みください。

※記載上の文字については、滋賀県後期高齢者医療広域連合に　
よる同定文字となっております。

後期高齢者医療被保険者証　 有効期限

平成２１年７月３１日
被保険者番号　　１２３４５６７８

住所　　長浜市八幡東町６３２番地　

氏名　　広域　花子 性別　　女　

生年月日　昭和　２年　１月２２日　資格取得年月日　平成２０年　４月　１日

発効期日　平成２０年　４月　１日　交付年月日　　　平成２０年　４月　１日

一部負担金の割合　　　　　　　　　　　　　１割

保険者番号　　　　　　３ ９ ２ ５ ２ ０ ３ ６　　　　　　
保険者名　　　　　　滋賀県後期高齢者医療広域連合

滋
賀
県
後

期
高
齢
者

医
療
広
域

連
合
之
印

ここからはがしてご使用ください。

長浜市役所　保険医療課
〒５２９－８５０１　　長浜市高田町１２番３４号
TEL０７４９－６５－６５２７　　FAX０７４９ー６５－６０１３
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医療・年金

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
４
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
新

し
い
保
険
証
（
水
色
）
は
、
１
世
帯

１
枚
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
１
人
に
１

枚
の
保
険
証
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

75
歳
以
上
の
人
に
は
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
が
送
付
さ
れ
、

「
国
保
保
険
証
」
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
３
月
中
旬
に
『
配
達

記
録
郵
便
』
で
各
家
庭
に
送

付
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

保
険
証
は
４
月
に
な
っ
た
ら
、

各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
基
準
以
上
の
保
険

料
が
納
ま
っ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
通
常
の
保
険
証
に
替
え
て
、

『
短
期
被
保
険
者
証
』
ま
た
は
、『
資

格
証
明
書
』
を
交
付
し
ま
す
。

※
住
民
票
の
住
所
に
「
転
送
不
要
」

と
し
て
郵
送
し
ま
す
。
転
送
依
頼

を
さ
れ
て
い
て
も
配
達
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
保
険
証
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

４
月
以
降
受
診
さ
れ
る
時
に
は
、

新
し
い
保
険
証
を
必
ず
医
療
機
関

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
負
担
割
合
が
、
１
割
か
ら

２
割
に
な
る
予
定
で
し
た
が
、
１
年

間
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

３
月
下
旬
に
該
当
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
も
の
は
各
自
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
現
役
並
所
得
」
の
人
は
３
割
の

自
己
負
担
の
ま
ま
で
す
。

※
高
齢
受
給
者
証

に
記
載
の
あ
る

証
番
号
が
国
民

健
康
被
保
険
者

証
と
同
じ
14
桁

に
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

14
日
以
内
に
届
出
を
！

○
会
社
に
勤
め
た
と
き

○
会
社
を
辞
め
た
と
き
・
扶
養
家
族

か
ら
は
ず
れ
た
と
き

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
は
１
人
１
枚
の

国
保
保
険
証
で
受
診
を

高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
人
へ

お
問
い
合
せ
は
、
市
保
険
医
療
課

（
7
X
６
５
１
２
）、
浅
井
支
所
市
民
福

祉
課
（
7
a
４
３
５
３
）、
び
わ
支
所

市
民
福
祉
課
（
7
_
５
２
５
３
）
へ
。

基
礎
年
金

番
号
に
結
び

つ
い
て
い
な

い
約
５
千
万

件
の
記
録
に

つ
い
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業

を
行
い
、
現
在
、
基
礎
年
金
番
号
に

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が
出

て
き
た
人
を
対
象
に
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手

元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い

た
場
合
は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に

記
載
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
、
必
ず

ご
確
認
い
た
だ
き
、
社
会
保
険
庁
ま

で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

な
お
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
人

に
も
次
の
と
お
り
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
年
金
受
給
者

平
成
20
年
４
〜
５
月

○
現
加
入
者

平
成
20
年
６
〜
10
月

住
所
変
更
・
氏
名
変
更
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

社
会
保
険
庁
に
届
出
さ
れ
て
い
る

住
所
・
氏
名
と
現
在
の
住
所
・
氏
名

が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
は
、「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
を
お
届
け
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
こ

ろ
で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
営
業
者
・
学
生
な
ど(

国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者)

→

市
保
険
医
療
課
又
は
各
支
所

②
会
社
員
な
ど(

厚
生
年
金
加
入
者)

→

勤
務
先

③
会
社
員
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
な
ど(

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険

者)→

配
偶
者
の
勤
務
先

④
年
金
受
給
者

→

彦
根
社
会
保
険
事
務
所

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
を

忘
れ
て
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

と
、
将
来
に
受
給
す
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

○
会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

○
第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶

者
で
な
く
な
っ
た
と
き

○
住
所
、
氏
名
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

ね
ん
き
ん
特
別
便

こ
ん
な
と
き
に
も
手
続
き
を

お
問
合
せ
は
、
彦
根
社
会
保
険
事
務

所
へ
。

○
年
金
受
給
者
は
、
年
金
給
付
課

(

7
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
６)

○
現
加
入
者
は
、
国
民
年
金
業
務
課

(

7
０
７
４
９-

２
３-

１
１
１
４)




